グラッサー
現実療法　　　　

①非行少年･犯罪者を対象

②現在の満たされていない人間関係に焦点を当てる（過去ではなく）

③クライエントには現実性（reality）、責任性（responsibility）、善悪の区別（right and wrong）を身に付けさせる

④精神障害者、犯罪者、教育･職場マネージメントと適用範囲は広い
